


低栄養

栄養障害とは？

過栄養

成人期に注意が必要なメタボリックシンドロームなど。

加齢と共にメタボリックシンドロームの影響は低下し、高齢者
（特に後期高齢者）は栄養不足が問題になってくる。

必要な栄養素量と実際の摂取量が不均衡な状態



Phase 1       

• 食欲低下

• 摂取量の低下

Phase 2     

• 体重減少

Phase 3

• 低栄養

• 死亡

• 入院

• 入所

65歳 75歳 85歳 95歳

活動量が減少し、消費エネルギー
も減少するので
顕著な体重減減少は見られない

早期発見と適切な対応
により、栄養状態回復
の可能性がある

適切な介入がなく、その他の
要因が重なると低栄養状態に
陥ってしまう



低栄養状態に繋がるその他の要因とは？

社会的要因

貧困

独居（孤食）

介護不足

孤独感

疾患要因

臓器不全

炎症・悪性腫瘍

薬物副作用

歯科的・咀嚼の問題

摂食・嚥下障害

ＡＤＬ障害

疼痛

消化管の問題

（下痢・便秘）

精神・心理的要因

認知機能障害

うつ

誤嚥・窒息の恐怖

加齢の関与

嗅覚、味覚低下

食欲低下

（中枢神経系の関与）

その他

食形態の問題

栄養に関する誤認識

医療者の間違った指導



低栄養状態だとどうなる？

1. 免疫異常（感染症）

2. 褥瘡

3. 創傷治療の遅延

4. 貧血

5. 認知機能低下

6. 骨粗鬆症

7. 薬物代謝の変動⇒副作用リスク

8. 筋委縮（サルコペニア）

9. フレイル

10. 転倒

11. 骨折

12. 呼吸機能の低下

13. 疲労感



フレイルって？

加齢に伴う症候群として、多臓器にわたる生体的機能低
下やホメオスタシス（恒常性）低下、身体活動性、健康
状態を維持するためのエネルギー予備能の欠乏を基盤と
して、様々のストレスに対して身体機能障害や健康障害
を起こしやすい状態。

身体機能の維持する上でのエネルギー予備能欠乏状態



フレイルの診断項目

筋力の
低下

疲労感 活動量の
低下

意図しない
体重減少

歩行速度の
低下

３つ以上該当１～２つ該当

フレイル前段階 フレイル



フレイルサイクル

公益財団法人長寿科学振興財団HPより引用
https://www.tyojyu.or.jp/kankoubutsu/gyoseki/shokuji-eiyo-kokucare/h31-4-2-4.html
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在宅療養患者の栄養状態

在宅療養要介護高齢者における栄養障害の要因分析
榎 裕美、他 日本老年医学会雑誌.2014;51(6):547-53



栄養のギアチェンジ


